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施設基準の登録（変更） 

 

特定の診療行為について、算定するには施設基準の設定が必要なものがあります。 

また、施設基準届出の変更があった場合も期間を分けて設定を行います。 

 

例）令和 8年 2月１日より、「時間外対応加算１」の算定を行う事になった。 

この場合、算定を開始する令和８年２月１日からの期間を新たに作成します。 

 

１．業務メニュー ⇒ ９１ マスタ登録 ⇒ １０1システム管理マスタ を開きます。 

 

２．管理コード「１００６ 施設基準情報」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

３．右側の有効期間一覧より、最下行（有効終了日が 99999999 となっている行）を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．終了日を施設基準が変わる前月末（例ではＲ８年１月３１日）に書き換え、 確定（Ｆ１２） を押し 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Point！ 

有効期間を分けることにより、返戻等で会計訂正を行った際の算定ミスを防ぐことが出来ま

す。上記例の場合では、令和８年１月３１日までは時間外対応加算１は算定されず、令和８

年２月１日からは時間外対応加算１が算定されます。 
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５．下記のような画面が開きますので、そのまま 確定（Ｆ１２）  を押します。 

施設基準の名称が青文字で表示されており、 「フラグ」が「１」になっているものは現在有効な施設基

準です。新たな期間を作成しても、現在の設定内容は引き継がれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．下記のような画面が表示されたら、 ＯＫ を押して登録を完了します。 

 

 

 

 

 

 

７．再度、管理コード「１００６ 施設基準情報」を選択し、新しく作成する期間の有効開始日を入力しま

す。※この例の場合では開始日は「Ｒ８．２．１」になります。終了日は  Enter を押し、無期限

「99999999」にして 確定（Ｆ１２） を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Point！ 

「設定分」を押すと現在有

効な全ての施設基準を確

認することが出来ます。 
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８．追加したい項目の施設基準コードを「選択コード」欄に入力します。 

 

施設基準コードがわかる場合→「選択コード」欄に４桁のコードを入力し Enter を押します。 

施設基準コードが不明な場合→「診療コード」に診療行為コードを入力するか、診療行為の名称を入力

して Enter を押し、「点数マスタ一覧選択サブ」画面から該当項目を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

診療行為名から施設基準コードを検索する 

「診療コード」に診療行為名を入力し Enter を押します。一致する診療行為が複数ある場合は、「マス

タ一覧選択サブ」が表示されますので該当するものを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

診療コードから施設基準コードを検索する 

「診療コード」に９桁の診療コードを入力し、 Enter を押します。 
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９．算定に必要な施設基準コードの「フラグ」欄にカーソルが移動します。フラグを「1」にすることで有効

になります。「施設基準」の欄に設定が必要なコード番号が表示されます。 

※この例では、「時間外対応加算１」を算定する為に必要な施設基準コードは「３００１」になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．「フラグ」を「0」→「1」に変更して Enter を押します。  

 

 

 

 

 

 

 

１１．項目名の文字色が青くなったことを確認し、 確定（Ｆ１２）  を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２．下記のような画面が表示されたら、 ＯＫ を押して登録を完了します。 

 

 

 

 

 

 

設定する場合は、フ

ラグを「1」に変更し

ます 
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１３. 再度、管理コード「１００６ 施設基準情報」を選択します。下記のように、期間が分かれていること

を確認して下さい。 

 

 

 

 

 

 

以上で、設定は完了です。 

 

施設基準コード（一部抜粋） 

施設基準コード 施設基準名称 施設基準コード 施設基準名称 

４０３５ 

医療ＤＸ推進体制整備加算 

※マイナ保険証利用率の登録が必要

です。Ｐ６～をご参照下さい 

０７２１ 
在宅時医学総合管理料及び特定施設入

居時等総合管理料 

０９９２ 
医療ＤＸ推進体制整備加算 

１・２・３（自動算定） 
４３０７ 

外来・在宅ベースアップ評価料（１） 

３７６７ 外来データ提出加算 ４３０８ 外来・在宅ベースアップ評価料（２）-１ 

３７７１ 在宅データ提出加算 ４３０９ 外来・在宅ベースアップ評価料（２）-２ 

３００１ 時間外対応加算 1 ４３１０ 外来・在宅ベースアップ評価料（２）-３ 

４０３６ 時間外対応加算 2 ４３１１ 外来・在宅ベースアップ評価料（２）-４ 

３１５５ 時間外対応加算 3 ４３１２ 外来・在宅ベースアップ評価料（２）-５ 

３００２ 時間外対応加算 4 ４３１３ 外来・在宅ベースアップ評価料（２）-６ 

３３４０ 在宅療養実績加算 1（診療所） ４３１４ 外来・在宅ベースアップ評価料（２）-７ 

３０５５ 在宅療養支援診療所（１） ４３１５ 外来・在宅ベースアップ評価料（２）-８ 

３０５６ 在宅療養支援診療所（2） ００９６ 在宅がん医療総合診療料 

３１６８ 在宅療養支援診療所（3） ０８１１ がん治療連携指導料 



- シ6- 

 

医療ＤＸ推進体制整備加算について 

 

※医療 DX推進体制整備加算を設定する場合、施設基準の設定に加えてマイナ保険証の利用率の 

登録が必要です。 

 

１．施設基準「４０３５ 医療ＤＸ推進体制整備加算（医科・歯科）」のフラグが「１」になっている場合 

 医療ＤＸ（Ｆ１1） が有効になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．マイナ保険証利用率を入力し、 登録（Ｆ１２）  を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．下記のような画面が表示されたら、 ＯＫ を押して登録を完了します。  

 

 

 

 

 

４． 確定（Ｆ１２） → ＯＫ を押し、登録処理を完了します。 

 

 

 

 

 

 

Point！ 

マイナ保険証の各月の利用率は、医療機関向け総合ポータルサイトや支払基金からの 

メールをご確認ください。 

医療ＤＸ推進体制整備加算１・２・３を自動算定する場合は、併せて「０９９２」の施設基準の登録

が必要です。 
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職員の追加方法 

 

＜手順＞ 

１．業務メニューより ９１ マスタ登録 を選択します。 

２． １０１ システム管理マスタ を選択します。 

３．管理コード欄に「１０１０」と入力し Ｅｎｔｅｒ を押します。 

管理コード欄に「職員情報」がセットされたら、もう一度 Ｅｎｔｅｒ を押し下記の画面に進みます。 

 
４．以下を設定して 登録（Ｆ１２） を押します。 

① 職員区分…プルダウンより該当する区分を選択します。 

② 自動で 0001に登録済みの医師名が表示されるのでプルダウンより登録済み番号を確認し、

続きの空き番号を入力します。 

例）0002に追加したい場合 

0001クレオ 太郎を Backspace で消し、0002 と入力し Ｅｎｔｅｒ を押します。 

③ 有効期間… Ｅｎｔｅｒ を 2回押すと「00000000～99999999」と自動で入ってきます。 

※有効期間を設ける場合は開始年月日と終了年月日を入力します。 

④ オペレータ ID…任意の半角英数字を入力します。 

⑤ パスワード・再入力…いずれも「1397」を入力します 

⑥ フリガナ・氏名…氏名を全角で入力します。 

⑦ 麻薬施用者免許証番号【任意】…麻薬施用者免許証番号を半角で入力します。 

⑧ 専門科コード…プルダウンより該当する科を選択します。 

⑨ 業務処理権限…このアカウントで作業する業務にチェックをつけます。 

⑩ 管理者権限…システムの管理者の場合は「管理者である」を選択します。 

※補足：医師アカウントでログインし印刷する場合は、個別設定が必要になります。 

 

５．設定後、 戻る（Ｆ１） を数回押し、業務メニューに戻ります。設定は以上で完了です。 

①  ② ③ 

④ 

 

⑤ 

 
⑥ 

 

⑦ 

 
⑧ 

⑨ 

⑩ 
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排他制御情報削除（患者ロック解除） 

 

患者ロックがかかると、氏名が赤文字で表示され「他端末で使用中です。更新はできません。」と表示

されます。ORCA での更新が正しく行われませんので、以下の手順で解除して下さい。 

 

 

 

 

 

 

＜手順＞ 

１．上記のエラーメッセージは 閉じる をクリックして閉じます 

２． 戻る（Ｆ１） を押して、業務メニューまで画面を戻します 

３．業務メニューから ９１マスタ登録 を選択します 

４． １０１システム管理マスタ を選択し、管理コード「９８００ 排他制御情報」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

５． Ｅｎｔｅｒ を数回押し、下記の画面が開いたら 情報削除（Ｆ１１） を押します。 
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６．他端末で使用中、またはロックがかかっている患者様の患者番号が表示されます。 

ロックを解除したい患者様の行を選択して 削除（Ｆ３） を押します。 

※他の端末で該当患者様を使用していないか、必ずご確認の上作業を行って下さい。 

※複数名表示されている場合には 一括削除（Ｆ１１） を行う事も可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．「選択された排他情報を削除します。端末が展開中でないことを確認して下さい。」と表示されます

ので ＯＫ（Ｆ１２） を押します。 

 

 

 

  

 

 

８． 戻る を押し、業務メニューへ戻ります。以上で排他制御情報削除は完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意！ 

排他制御情報削除を行う場合は、他の端末で該当患者様を開いていないか必ず確認の上

削除（解除）を行って下さい。 

個別で解除 全て解除 


